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要約 

࣓イࣖー・ࣟ࢟タンス࢟ー・࢟ࣗスター・ࢨ࢘ࣁー⑕ೃ⩌（௨ୗࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌と␎グ）は性ศ໬⑌

ᝈの一ࡘで㸪先ኳ的な⭐の一㒊もしくは඲欠ᦆ㸪ཬび㸪子ᐑ欠ᦆの⑌ᝈである。ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ

性は㸪ஙᡣの発育㸪また༸ᕢのാきは㏻常とྠじであるが㸪ึ₻を迎えず㸪多くの場合㸪思᫓期でデ᩿をཷ

ることを特ᚩとする。1961ࡅ 年に生まれた⑌ᝈ名であり㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌研究の♏をసった 4 人の

研究者の名๓から࿨名された。性ศ໬⑌ᝈの中でも特ᚩ的なのは㸪デ᩿ᚋ㸪特にᚲ㡲となる἞療がないこと

である。ᚑって㸪་療ᶵ関とのࡘながりがኻわれやすいという特ᚩがある。༸ᕢを᭷するものの子ᐑのない

ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性において㸪᪥本ᅜෆで自ศの༸子を用いた子をᣢࡘという㑅ᢥ⫥は事実上Ꮡ在し

ないが㸪㏆年㸪代理ฟ⏘や子ᐑ⛣᳜などの生Ṫ་療のᑐ㇟者としてࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌の名๓があがって

いる。㌟య་学の進展の一᪉㸪心理♫఍的ほⅬからはᮍࡔᙼዪたちの実ែにࡘいてはᢕᥱできていない。そ

の心理的支援のᚲ要性にࡘいて⪃えると㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌は㸪͂ 気࡙かれない̓⑌ᝈであるたࡵ࿘ᅖ

の人たちと感᝟や≧ἣをシ࢙アし࡙らいこと㸪デ᩿ᚋにᏙ❧しやすいたࡵᙜ事者がᡭにする᝟報㔞もᑡない

であろうことが᝿ᐃされ㸪ᙜ事者はもちろん㣴育者も心理的問題をᢪえ込みやすいであろうことなどがあࡆ

られる。ᚑって㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌に特᭷な心理的≧ែを᳨ウし㸪長期的な㏣㊧研究もど㔝に入れた心

理的介入の᳨ドをしていく࡭きである。 

 

キー・ワード：MRKH㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌㸪性ศ໬⑌ᝈ㸪DSD㸪LGBT+ 

 

, ⫼ᬒ 

1．はじめに 

㏆年㸪᪥本においてもLGBTと࿧ࡤれる性的な

マイࣜࣀテ࢕に関する♫఍的な関心が高まりࡘࡘ

ある。2003年には㸪性ྠ一性障害をもࡘ人々がᡞ

⡠の性ูをኚ᭦できる㸪いわࡺる性ྠ一性障害者

特例法が成❧した。また㸪いくࡘかのᆅ᪉自἞య

において㸪ྠ性ࣃートࢼーシップをㄆࡵるไᗘが

成❧している（Ჴᮧ・中ᕝ㸪2016）。トランスࢪ

࢙ンࢲーなど性自ㄆ・性ྠ一性の問題や㸪ࢤイ・

レࢬビアンなど性指向の問題にࡘいて広くㄆ㆑さ

れጞࡵたが㸪㌟య的性の特ᚩに関する性ศ໬⑌

ᝈ・インターセックスにࡘいてはあまり関心がᣢ

たれていない。 
学⾡⏺の動きとしては㸪2017年に᪥本学⾡఍㆟

法学ጤ員఍・♫఍と教育におࡅる LGBTI のᶒ利
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ಖ障ศ⛉఍（᪥本学⾡఍㆟㸪2017）がᥦ言をまと

ており㸪この報告᭩においては㸪LGBTではなࡵ

く㸪㌟య的性ูのマイࣜࣀテ࢕を表す I㸪すなわ

ちインターセックスをྵࡵた LGBTI の表グが౑

用されている。しかし㸪学⾡⏺においても㸪性ศ

໬⑌ᝈ・インターセックスに関する研究が඘実し

ているとは言いがたい。 
一᪉で㸪᭩⡠やㅮ₇などによって性ศ໬⑌ᝈを

▱るᶵ఍はసられてきた。自らも性ศ໬⑌ᝈ・ア

ンࢤࣟࢻン୙応⑕のᙜ事者であり 1990 年代から

ᇳ➹活動㸪支援活動を⾜ってきたᶫ本⚽㞝氏は㸪 
2008年にࠗ 性ศ໬障害の子どもたち ་療✵ⓑᆅ

ᖏの現≧࠘というタイトࣝの㸪ᙜ事者やそのᐙ᪘

に་療ᶵ関等を⤂介する本をฟ∧し㸪་療యไの

୙༑ศさをッえている。ࠗ「性ูが㸪ない㸟」とい

うこと࠘という᭩⡠を᭩いたのは㸪᪂஭⚈氏であ

る。30 ṓまでዪ性としてᬽらしていたが㸪31 ṓ

で性ศ໬⑌ᝈの1ࡘであるターࢼー⑕ೃ⩌のデ᩿

をཷࡅた。その㝿㸪なࡐ高ᰯ生になったら✺↛య

きが男性的になったのかということや㸪୙つ๎ࡘ

な月⤒࿘期にࡘいて理解したという。᪂஭氏は㸪

現在࢚ッセイストやₔ⏬ᐙという❧場から㸪⫪の

力をᢤいた表現を用いながら性ศ໬⑌ᝈをᥥき⥆

ている。このように㸪性ศ໬⑌ᝈのᙜ事者が自ࡅ

己の⤒㦂を文❶໬し㸪་療ศ㔝や࢙ࢪンࢲーにま

わる問題Ⅼをᥦ♧することにより㸪᪥本においࡘ

ても性ศ໬⑌ᝈをୡ㛫に「実在」するものとして

理解していく㐨がࡘくられてきた。 
性ศ໬⑌ᝈは㸪ᵝ々な⑌ᝈや≧ែがྵまれてい

ることから理解が㞴しい⑌ᝈである。ຍえて㸪性

や生Ṫ་療に関わる⑌ᝈであることが㸪それをタ

ーどする意㆑により⑓㆑をᚓにくくさせているࣈ

とも⪃えられる。本✏では㸪性ศ໬⑌ᝈの中でも㸪

ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌にࡘいてまとࡵ㸪先ኳ的な

ෆ性ჾの欠ᦆをもࡘዪ性の心理的問題やその支援

に関して⪃ᐹしていく。 
 

2．性分໬⑌ᝈ・ࢱࣥ࢖ーࢫࢡࢵࢭとは 

 性ศ໬⑌ᝈは㸪性⭢㸪性ჾの発育が㠀඾ᆺ的で

ある≧ែとᐃ⩏される⑌ᝈの⥲⛠である。性ศ໬

⑌ᝈは㸪Disorders of sex development の␎とし

て DSD と表グされることも多い。これまで㸪༙

㝜㝧㸪インターセックスなどの用ㄒが用いられて

きたが㸪ᕪู的な意࿡をྵࡴとの意見があり㸪

2005年に㸪ア࣓ࣜカᑠ児ෆศἪ学఍とヨーࣟッࣃ

ᑠ児ෆศἪ学఍が୺ദしたコンセンサス఍㆟にお

いて㸪名⛠のኚ᭦が᳨ウされたという⤒⦋がある

（఩⏣㸪2014）。᪥本では㸪2008年に๓㏙の఍㆟

をཷࡅ動きが本᱁໬し㸪DSDすなわち㸪性ศ໬⑌

ᝈという名⛠が౑われጞࡵている。またその㝿に

❧ち上ࡆられたཌ生ປാ┬におࡅる研究⌜「性ศ

໬⑌ᝈの実ែᢕᥱと⑓ែ解᫂ならびにᶆ‽的デ

᩿・἞療指㔪のస成に関する研究⌜」の 2009 年

の報告によると㸪性ศ໬⑌ᝈの඲య的な発生㢖ᗘ

は㸪ㅖእᅜの文献上のデータから⣙ 4,500 人に 1
人と᥎ᐃされているものの㸪ṇ☜なᝈ者ᩘは୙᫂

であるとされている（性ศ໬⑌ᝈの実ែᢕᥱと⑓

ែ解᫂ならびにᶆ‽的デ᩿・἞療指㔪のస成に関

する研究⌜㸪2009）。 
 性ศ໬⑌ᝈは㸪70✀௨上の㸪性ᰁⰍయ・ෆእ性

ჾ・性࣍ࣝࣔンศἪなどの組合せであり㸪そのෆ

ᐜは多ᒱにΏる。᪥本ᑠ児ෆศἪ学఍性ศ໬ጤ員

఍が♧した性ศ໬⑌ᝈの୺要なศ㢮の1例に㸪ձ

性ᰁⰍయ␗常に伴うもの㸪ղ46㸪XY性ศ໬⑌ᝈ㸪

ճ46㸪XX 性ศ໬⑌ᝈにศࡅるものがある（⥴᪉ 
௚㸪2008）。 
 ศ㢮ูに⑌ᝈをあࡆると㸪ձ性ᰁⰍయ␗常に伴

うものとしては㸪ターࢼー⑕ೃ⩌やクライン࢙ࣇ

ࣝター⑕ೃ⩌が㸪ղ46㸪XY性ศ໬⑌ᝈとしては㸪

アンࢤࣟࢻン୙応⑕などがあࡆられる。᪥本ᑠ児

ෆศἪ学఍によると㸪アンࢤࣟࢻン（男性࣍ࣝࣔ

ン）୙応⑕にはその≧ែによって᏶඲ᆺと୙᏶඲

ᆺ㸪ライ࢙ࣇンスタイン⑕ೃ⩌㸪男性୙ዷ⑕にศ

㢮される。⢭ᕢはᏑ在するが（᏶඲ᆺ㸪୙᏶඲ᆺ

では㰡ᚄ㒊㸪⭡⭍ෆ）㸪ミࣗラー管ศ໬によるᵓ㐀



 ⳺⏣ ᩔ子・▼୸ ᚄ一㑻㸸性ศ໬⑌ᝈである MRKH ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌への心理的支援のあり᪉ 77
 

物（子ᐑ）はᏑ在しないたࡵ↓月⤒である一᪉㸪

ஙᡣ発育はある。᏶඲ᆺではእ性ჾは᏶඲にዪ性

ᆺであり㸪యᆺ㸪性᱁もዪ性的である。୙᏶඲ᆺ

では▸ᑠ㝜ⱼ㸪㝜᰾⫧大㸪㝜၁⒵合などの男性໬

がㄆࡵられる。ዪ児として㣴育された場合㸪⢭ᕢ

᦬ฟ㸪⭐ᙧ成を⾜い㸪思᫓期௨㝆はዪ性࣍ࣝࣔン

である࢚ストࣟࢤンの補඘を⾜う。⢭ᕢ᦬ฟは⢭

ᕢの⭘⒆໬ࣜスクがあるたࡵに⾜うが㸪アンࣟࢻ

ンが第஧ḟ性ᚩをࢤンからኚ᥮された࢚ストࣟࢤ

ㄏ導するたࡵ㸪思᫓期๓の᦬ฟは㑊ࡅる࡭きであ

るとの意見もある。また男児として㣴育された場

合では㸪እ㝜ᙧ成⾡やஙᡣ⦰ᑠ⾡を⾜う（᪥本ᑠ

児ෆศἪ学఍㸪2014）。ճ46㸪XX 性ศ໬⑌ᝈに

は㸪性⭢（༸ᕢ）ศ໬␗常などがある。Ỵᐃされ

た♫఍的性ูに合わせてᚲ要とされるእ㝜ᙧ成⾡

を⾜い㸪性ูと␗なる性⭢・性管㸪␗ᙧ成がㄆࡵ

られる性⭢は᦬ฟすることが多い。男児として生

育し㸪ᑠ㝜ⱼを᭷する場合には男性࣍ࣝࣔンであ

るテストステࣟン἞療を⾜うことがある。 
このように㸪性ศ໬⑌ᝈは㸪時にはእ性ჾとෆ

性ჾの୙一⮴が㸪またฟ生時から生育してきた性

とෆ性ჾの୙一⮴がㄆࡵられることのある⑌ᝈで

ある。思᫓期௨㝆㸪性࣍ࣝࣔンの補඘療法がᚲ要

となる場合が多いのも特ᚩである。 
㌟య的な性ูỴᐃにおいては་ᖌのデ᩿が重要

となる。さらに㸪子どもの࢙ࢪンࢲー・アイデン

テ࢕テ࢕の☜❧や㸪㣴育する性ูのỴᐃに向き合

う㣴育者の心理的㈇担も㠀常に大きいものである。

ᅜ㝿法ᚊᐙጤ員఍やඖᅜ㝿㐃合人ᶒጤ員఍ᵓ成員㸪

ཬび᭷㆑者たちがⲡ✏にᇶ࡙いて㆟論しస成され

た㸪ᅜ㝿的にもっともໟᣓ的な LGBTI ᶒ利ಖ障

文᭩「ࣕࢪࢢࣙࢪカࣝタཎ๎」においては㸪本人

の意思にᇶ࡙かない㌟యへの་療的介入は㸪親の

ྠ意があっても人ᶒ౵害になると指᦬し㸪㌟యは

す࡭てにࡘいて本人の自己Ỵᐃにጤねられる࡭き

人᱁ᶒにᒓするとしている（㇂ཱྀ㸪2007）。ᡭ⾡

をཷࡅる子どもにとっては㸪እ性ჾのษ㝖やᙧ成

の時期や質などにより㸪㌟య的㈇担はもちろん㸪

心理的㈇担が␗なってくる。性ศ໬⑌ᝈ（᏶඲ᆺ

アンࢤࣟࢻン୙応⑕ 2 人, ୙᏶඲ᆺアンࢤࣟࢻン

୙応⑕1人㸪᏶඲ᆺ性⭢␗ᙧ成6人㸪㒊ศᆺ性⭢

␗ᙧ成7人㸪༸⢭ᕢ性性ศ໬⑌ᝈ2人）をも15ࡘ
人の児❺期・㟷年期におࡅるእ性ჾのᡭ⾡や心理

的≧ែを᳨ドした研究（Zhu et al., 2012）による

と㸪性ศ໬⑌ᝈの子どもたちにおࡅる心理的≧ែ

は㸪コントࣟーࣝ⩌の子どもたちにẚ࡭㸪問題を

ᢪえた≧ែであった。心理的問題の例の１ࡘは㸪

スをኻっࢽスをษ㝖した2人が㸪ᗂᑡ期に࣌ࢽ࣌

たことでトラ࢘マをᢪえ⥆ࡅており㸪そのᚋዪ児

として育てられることに㐪࿴を感じていた。࢙ࢪ

ンࢲー・アイデンテ࢕テ࢕に関わる問題も発生し

やすいたࡵ㸪長期にわたる心理的な援ຓがᚲ要で

あると⤖論࡙ࡅている。 
 
3．ࣟキࢫࣥࢱキー⑕ೃ群とは 

ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌とは㸪先ኳ的な⭐の一㒊

もしくは඲欠ᦆ㸪ཬび㸪子ᐑ欠ᦆを伴う≧ែであ

る。⑌ᝈをᢪえて生まれてくるዪ児は㸪ཌປ┬の

人ཱྀ⤫ィでみると㸪ᅜෆでは年㛫およそ120人と

される（木㡲㸪2015）。 
性ศ໬⑌ᝈの3ศ㢮のうち㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕

ೃ⩌はճの46㸪XX性ศ໬⑌ᝈにศ㢮される。ᰁ

Ⰽయは46XX とṇ常ዪ性ᆺࡔが㸪༸管㸪子ᐑや⭐

の上㒊3ศの１にศ໬するミࣗラー管のศ໬␗常

によって起こる⑌ᝈであるとされている。ミࣗラ

ー管とは㸪⫾児期において性のศ໬にまࡘわるჾ

ᐁである。ዪ性では㸪⫾児期の第 10 㐌㡭になる

と㸪男性の性ศ໬にࡘながる࢛࢘ࣝࣇ管が㏥໬す

る一᪉㸪ミࣗラー管が発達し༸管㸪子ᐑ㸪⭐をᙧ

成していく。ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性は㸪そ

のいずれかのẁ㝵で㸪ミࣗラー管が発達しなかっ

たと⪃えられている。性自ㄆは㏻常ዪ性である。 
ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌は㸪⣙ 30%に⭈⮚障害㸪

多指⑕㸪┤⭠⫠門ወᙧなどを合ేし㸪᪂生児ࠥங

ᗂ児期に合ేወᙧの᳨査の㐣⛬で発見される場合

もある。特に⭈⮚が１ࡘᮍᙧ成であるなど㸪Ἢᒀ
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ჾ⣔の合ే⑕が多くみられる。これは㸪中㛫中⬇

ⴥというྠじ⣽⬊⩌から㸪Ἢᒀჾ⣔の⭈⮚や๪⭈㸪

ミࣗラー管など生Ṫჾ⣔の生Ṫ⭢へとศ໬するた

である。このᐦ᥋なჾᐁである㸪Ἢᒀჾᐁと生ࡵ

Ṫჾᐁをࡦとまとࡵにし㸪Ἢᒀ生Ṫჾ（Urogenital 
system）とするศ㢮もᥦၐされている。 
特に㢧著な合ే⑕がない場合㸪ฟ生からしࡤら

くは気࡙かれず成長していく。しかし㸪ࣟ࢟タン

ス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性は㸪第஧ḟ性ᚩ期になるとங

ᡣの発達はみられるもののึ₻を迎えない。ᚑっ

て㸪多くの場合は㸪思᫓期௨㝆に⑓院に⾜きデ᩿

される。この㸪思᫓期௨㝆にデ᩿をཷࡅるという

Ⅼが㸪ࣟ ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌の大きな特ᚩである。

デ᩿ᚋは㸪࿨に関わるような⑌⑓ではないたࡵ㸪

ᚲ㡲とされる἞療はない。そのたࡵデ᩿ᚋ㸪㏻院

するᚲ要性がなく㸪་療との᥋Ⅼがなくなりがち

である。 
また㸪性ศ໬⑌ᝈの多くは㸪ᑠ児⛉㡿ᇦでᢅわ

れることが多いたࡵ㸪思᫓期௨㝆に発見されがち

なࣟ࢟タンス࢟ーは性ศ໬⑌ᝈの中でも࢛ࣇーカ

スされにくい。性ศ໬⑌ᝈの多くの⑌ᝈでᚲ要と

される性ูỴᐃの㞴しさもなく㸪࢙ࢪンࢲー・ア

イデンテ࢕テ࢕もᦂらがないたࡵ㸪心理的な支援

からも㐲ࡊかりがちである。性ศ໬⑌ᝈの学⾡᭩

なども㸪ᑠ児⛉㡿ᇦの❧場から᭩かれ㸪ࣟ࢟タン

ス࢟ー⑕ೃ⩌は取り上ࡆられないことがある（例

えࡤ大㜰ᗓ❧ẕ子ಖ೺⥲合་療センター㸪2014）。
ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌は㸪こうした理⏤から㸪性

ศ໬⑌ᝈのなかでも特Ṧ性をもった⑌ᝈといえる

であろう。 
 
4．Ṕྐ的観点 

 Patnaik et al.（2014） は㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕

ೃ⩌を་学のഃ㠃からṔྐ的ほⅬでまとࡵている。

この研究をもとに㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のデ᩿

ศ㢮のኚ㑄をみていきたい。 
㐶かྂ代までṔྐ的に㐳ると㸪紀ඖ๓460年か

ら377年に活㌍されたとされる㸪ྂ 代ࣜࢠシアの

་ᖌであった࣏ࣄクラテスが㸪著᭩であるࠗOn 
the Nature of Women࠘においてྠ✀の⑌ᝈに言

ཬしている。この㡭にはࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌は㸪

ฎዪ⭷㛢㙐とΰྠされていた。それからᩘ多くの

研究者たちが㸪この⑌ᝈの解᫂にᣮみ⥆ࡅてきた。

㏆代では㸪1829年にMayerによってはじࡵて文

献にグ㏙されている。1830年には㸪ミࣗラー管の

名๓の⏤᮶となった Muller が⬨᳝動物の生Ṫჾ

の発生学にࡘいてฟ∧し㸪生Ṫჾのኚᙧは⬇発生

の障害によって引き起こされることが発表された。

1838年㸪Rokitansky は㸪ศ㢮システ࣒のᚲ要性

に↔Ⅼをᙜてたうえで㸪⑕例報告を発表し㸪1910
年㸪Küsterは⑕ೃ⩌に関する᭱ึのレビࣗーを᭩

いている。その中で㸪⭐・子ᐑの欠ᦆと㸪⭈⮚・

㦵᱁の⑌ᝈの関㐃に言ཬしている。 
Mayer-Rokitansky-Küster-Hauser 

Syndrome: MRKH（ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌）と

いう現在の名⛠は㸪Georges Andre Hauser によ

って 1961 年に生まれた⑌ᝈ名であり㸪ࣟ࢟タン

ス࢟ー⑕ೃ⩌研究の♏をసった4人の研究者の名

๓（August Franz Joseph Karl Mayer, Karl 
Freiherr von Rokitansky, Hermann Küster, 
Georges Andre Hauser）から࿨名された。 
この㝿㸪Hauserは生Ꮡするᝈ者21人のࢣース

をまとࡵ発表しているが㸪その時Ⅼではྠじく性

ศ໬⑌ᝈであるアンࢤࣟࢻン୙応⑕との༊ูはな

されていなかった。 
 そのᚋ㸪1979年には㸪Duncanらによってึࡵ

て㸪ミࣗラー管⏤᮶の⑌ᝈを⛠する᪂たなศ㢮法

である MURCS がᥦ言された。MURCS とは㸪

MUllerian duct aplasia Renal dysplasia and 
Cervical Somite anomalies（ミࣗラー管↓ᙧ成㸪

⭈↓ᙧ成㸪㢕⬚᳝య⠇ወᙧ）の␎⛠である（⌰⌫

大学㑇ఏ性⑌ᝈデータ࣋ース㸪2011）。およそ30%
になんらかの合ే⑕があるとされるࣟ࢟タンス࢟

ー⑕ೃ⩌において㸪上㒊ᒀ㊰ወᙧ㸪㦵᱁␗常㸪㞴

⫈を伴う場合をMURCSとしており㸪このศ㢮用

ㄒ・ศ㢮᪉法は現在でも用いられている。 
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Ṕྐ的に見ると㸪紀ඖ๓からそのᏑ在がㄆ㆑さ

れていたが㸪ヲ⣽な特ᚩが᫂らかになってきたの

は20ୡ紀ᚋ༙になってからである。 
 
5．デ᩿後の἞⒪࠾よࡧ⭐ᣑᙇ・㐀⭐とᚰ理࢔ࢣ 

思᫓期௨㝆にデ᩿されたࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌

においては㸪⾜われる࡭きᚲ㡲な἞療はない。一

᪉㸪性生活を㏦るたࡵに⭐のᣑᙇや㐀⭐ᡭ⾡をす

るᙜ事者も多くいる。་療によるእ⛉ᡭ⾡௨እの

⭐ᣑᙇ法としては⥅⥆的ᣑᙇ法や自↛性஺法など

がある。⥅⥆的ᣑᙇ法は㸪ࢲイレーターと࿧ࡤれ

るᲬ≧のᣑᙇჾලを用いるものである。自↛性஺

法はセックスを重ねることで⭐をᣑᙇしていく᪉

法である。しかし㸪どちらも㸪ඖ々の⭐の長さに

よっては㞴しい場合がある。また㸪୺なᡭ⾡療法

としては㸪1㸬⓶⭵⛣᳜∦利用法㸪2㸬⓶ᘚ・㐟㞳

⓶ᘚ㸪3㸬人ᕤ┿⓶㸪4㸬S ≧⤖⭠利用法㸪5㸬㦵

┙⭡⭷利用法（⭡⭍㙾㸭Davydo 法）㸪6㸬㦵┙⭡

⭷利用法（開⭡⾡）の6ࡘがあࡆられる。現在は㸪

㦵┙⭡⭷利用法を᥇用する་療ᶵ関が多いようで

ある。 
PubMedで r͆okitansky”㸪͆ psychosocial”とい

う2ㄒを᳨⣴࣡ーࢻとし㸪ᢳฟされる論文のෆᐜ

を᳨ドした㝿㸪ᢳฟされた16本のうち㸪「㐀⭐ᡭ

⾡のᡭ法やᚲ要性の᳨ド」が8本 （Cheikhelard㸪
2018; Leithner et al., 2015; Labus, 2011; Gatti㸪
2010; Langer㸪1990; Bau㸪1984㸹Janisch㸪1984㸹 
Heidenreich,1976）㸪「㐀⭐ᡭ⾡の⤂介」3 本

（Kuessel, 2016; Mishra, 2016; Parsons, 2002）
であり㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌の心理的問題を中

心的に᳨ウした論文本ᩘを㐶かに上ᅇった。 
例えࡤ㸪ࣇランスのࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌研究

ープの報告（Cheikhelard et al., 2016）では㸪ࣝࢢ

⭐のᣑᙇ・ᙧ成法にࡘいて㸪131人（平ᆒ年㱋26.5
s5.5ṓ）のࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性を調査

することで㸪἞療の質㸪ᡭ法のጇᙜ性を᳨ドして

いる。研究には㸪ዪ性の性ᶵ⬟を調࡭る質問⣬で

あるThe Female Sexual Function Index（FSFI）

�Rosen et al., 2000�と性的ⱞ③を調࡭るThe 
Female Sexual Distress Scale – Revise 
（FSDS-R）（DeRogatis et al., 2008）が用いられ

ている。FSFI性的ᶵ⬟指ᩘ㸪ࡘまり性的‶㊊ᗘ

に関する⤖ᯝにおいては㸪性஺による自↛ᣑᙇ⩌

にẚ࡭㸪ᡭ⾡⩌とࢲイレーターによるᣑᙇ἞療⩌

が᭷意にపかった。FSDS-R性的ⱞ③指ᩘにࡘい

ては㸪ᡭ⾡⩌と性஺⩌にẚ࡭て㸪ࢲイレーターの

ᣑᙇ἞療⩌が᭷意に高かった。これらの⤖ᯝには

⭐の長さがᙳ㡪していたことは࣏イントである。

ᡭ⾡⩌では 42%はᡭ⾡ᚋのᣑᙇ἞療をᚲ要とし㸪

合ే⑕が34例あった。⤖論として㸪ࢲイレータ

ーによる⭐のᣑᙇ㸪あるいは性஺による⭐のᣑᙇ

とẚ㍑し㸪広く⾜われているᡭ⾡による㐀⭐は㸪

特にඃれているとはいえないとし㸪እ⛉ᡭ⾡は第

2㑅ᢥ἞療とす࡭きであるとしている。᭱ᚋに㸪

ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のデ᩿時および㐀⭐を⾜う

㝿には心理カ࢘ンセࣜンࢢがᚲ㡲であるとまとࡵ

ている。㐀⭐᪉法を᳨ドするෆᐜであっても㸪᳨

⣴されたす࡭ての論文が心理的支援の重要性に言

ཬしていた。 
 
6．ࣟキࢫࣥࢱキー⑕ೃ群と生Ṫ་⒪ 

༸ᕢを᭷すものの子ᐑのないࣟ࢟タンス࢟ー⑕

ೃ⩌ዪ性において㸪᪥本ᅜෆで自ศの༸子を用い

た子をᣢࡘという㑅ᢥ⫥は事実上Ꮡ在しない。 
㐣ཤのࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌に関わる生Ṫ་療

の事例としては㸪長㔝┴のㄶゼマタࢽテ࢕クࣜࢽ

ックにおいて㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性との

ฟ఍いをきっかࡅとして㸪᮶院した子どもをᮃࡴ

ዪ性を༸子ᥦ౪者とし㸪その実ẕや実ጜなどの親

᪘がฟ⏘した代理懐⫾が2001年から2014年まで

に 21 例実᪋されていることがබ表されている。

この事例をࡄࡵって㸪఍๎に㐪཯する་療⾜Ⅽで

ある代理ฟ⏘実᪋へのᠱ念を♧した᪥本⏘፬人⛉

学఍やᨻᗓ㸪᭷㆑者たちが㸪代理懐⫾の᫝㠀を問

うこととなった。そのᚋ㸪᪥本⏘፬人⛉学఍では㸪

改ࡵて㸪௨ୗの4Ⅼから᪥本ᅜෆ་おࡅる代理懐
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⫾をㄆࡵない᪨を᫂♧している。それは㸪1）生

まれてくる子の⚟♴を᭱ඃ先する࡭きである㸪2）
代理懐⫾は㌟య的༴㝤性・⢭⚄的㈇担を伴う㸪3）
ᐙ᪘関係を」㞧にする㸪4）代理懐⫾ዎ⣙は倫理

的に♫఍඲యがチᐜしているとㄆࡵられない㸪の

4Ⅼである（᪥本⏘፬人⛉学఍㸪2003）。 
 一᪉㸪2008年㸪法務大⮧とཌ生ປാ大⮧の౫㢗

のもと㸪生Ṫ補ຓ་療にࡘいてᑂ㆟したጤ員఍は㸪

「ẕయのಖㆤや生まれる子のᶒ利・⚟♴をᑛ重し㸪

་学的㸪倫理的㸪法的㸪♫఍的問題をᢕᥱするᚲ

要性などにかんがみ㸪先ኳ的に子ᐑをもたないዪ

性ཬび἞療として子ᐑの᦬ฟをཷࡅたዪ性にᑐ㇟

を㝈ᐃした㸪ཝ重な管理のୗでの代理懐⫾のヨ⾜

的実᪋（臨床ヨ㦂）は⪃៖されてよい」とᥦ言し

ている（᪥本学⾡఍㆟生Ṫ補ຓ་療の在り᪉᳨ウ

ጤ員఍㸪2008）。 
しかし㸪事実上㸪᪥本で⾜われていない代理懐

⫾を㸪代理懐⫾がㄆࡵられたᅜやᆅᇦで高㢠の代

㔠をᡶって⾜うኵ፬がᚋを⤯たないのが現≧であ

り㸪アࢪアやᮾḢなどを中心に㸪㔠㖹目的で代理

ฟ⏘を⾜う࢚ー࢙ࢪントや代理ẕのᏑ在が問題ど

され㸪実㝿に代理懐⫾にまࡘわるトラࣝࣈがᅜ㝿

問題໬してきた現実がある（᪥本ᨺ㏦༠఍「クࣟ

ーࢬアップ現代」㸪2014）。 
さらに㸪子ᐑを⛣᳜することにより㸪子ᐑのな

いዪ性本人がዷፎ・ฟ⏘をする子ᐑ⛣᳜の研究も

進んでいる。2018年11月の時Ⅼで㸪ᾏእではᑡ

なくとも 54 例の子ᐑ⛣᳜が⾜われ㸪これまでに 
13 名の子どもがㄌ生している。その࡯とんどが㸪

ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性への⛣᳜である。ᅜෆ

では㸪2018年11月㸪៞応大学のࢳー࣒が子ᐑ⛣

᳜の臨床研究のィ⏬᱌を᪥本⏘፬人⛉学఍にᥦฟ

した（ᮅ᪥᪂⪺㸪2018）。また㸪名ྂᒇ第஧㉥༑

Ꮠ⑓院も㸪院ෆに子ᐑ⛣᳜を᳨ウするプ࢙ࣟࢪク

トࢳー࣒を発㊊したと発表している（ㄞ኎᪂⪺㸪

2017㸹᪥本⤒῭᪂⪺㸪2017）。 
 

Ⅱ ࣟキࢫࣥࢱキー⑕ೃ群のᚰ理的支援 

1．ᚰ理的支援のᚲ要性 

 これまで㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌の⑌ᝈがどの

ようなものか㸪またどのような研究ྐがあるのか

を見てきた。ḟに㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性

の心理的支援の᳨ドを⾜った先⾜研究やᥦ言をみ

ていきたい。 
2007年にイࣜࢠスで⾜われた研究では㸪ࣟ ࢟タ

ンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性・臨床⩌ 66 人と㸪೺常⩌

31 人をᑐ㇟にして心的ストレスの⛬ᗘが᳨ウさ

れた。その⤖ᯝ㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性に

は㢧著でᣢ⥆的な心的ⱞ③と自ᑛ心のపୗ㸪また

⢭⚄⑌ᝈの発生のしやすさがみられ㸪臨床心理学

的介入がᚲ要であると♧၀されている

（Heller-Boersma, Edmonds & Schmidt, 2007）。 
ア࣓ࣜカの㟷ᑡ年೺ᗣ管理ጤ員఍がస成した㸪

ミࣗラー管↓発生（ᮍศ໬）のデ᩿㸪管理および

἞ 療 に いࡘ て の 意見 ᭩ （ Committee on 
Adolescent Health Care㸪2018）では㸪ミࣗラー

管⏤᮶の㸪生Ṫに関わる⑌ᝈの心理的ᙳ㡪を㐣ᑠ

ホ౯す࡭きではないとしている。ミࣗラー管↓発

生のす࡭てのᝈ者にカ࢘ンセࣜンࢢをᥦ౪し㸪ピ

アサ࣏ートࣝࢢープへの௰介を✚ᴟ的にすすࡵる

こと㸪専門▱㆑をᣢࡘ⑓院への⤂介をする࡭きで

あることをᙉく୺ᙇしている。多くのᝈ者がᢚう

に␲問を࿊࢕テ࢕を⤒㦂し㸪ዪ性のアイデンテࡘ

し㸪୙ዷであることにᝎࡴものであり㸪ᐙ᪘㸪௰

㛫やᜊ人に㸪どう⑌ᝈのことをఏえていࡤࡅいい

のかⱞしࡴとし㸪一᪉で㸪㣴育者とⰋい関係を⠏

き㸪ᐙ᪘や཭人と気ᣢちを共᭷することが㸪デ᩿

ᚋに๓向きな感᝟を生みฟす᭱もඃれたண ᅉ子

であるとまとࡵている。そのたࡵ㸪ྠじ❧場を共

᭷できるピアサ࣏ートにࡘなࡆることは᭷用であ

り㸪⑌ᝈをᢪえる本人はもちろん㸪㣴育者をカ࢘

ンセࣜンࢢすることで㸪㣴育者自㌟の気ᣢちに向

き合ってもらい㸪⑌ᝈをᣢࡘ子どもたちに㸪より

Ⰻいサ࣏ートができるようになることは᭷┈であ

るとᥦ言している。 
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2． ࣟキࢫࣥࢱキー⑕ೃ群にࡅ࠾るᚰ理的問題

の特ᚩ 

本✏は㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性たちへの

心理的支援の在り᪉を⪃ᐹするものである。ᚑっ

て㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性のᢪえやすい心理

的問題や㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌であることでど

のᵝな≧ἣにおかれているのかをみていきたい。 
ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌の大きな特ᚩのࡦとࡘは㸪

思᫓期でデ᩿をཷࡅるというものである。ࣟ࢟タ

ンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性たちは㸪多感な時期にデ᩿

をཷࡅṆࡵることになる。 
また㸪እ見からはศからないこの⑌ᝈにおいて㸪

ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性は㸪࿘ᅖの人々に㸪

自ศの感᝟や⑌ᝈをᣢࡘことにࡘいてఏえる㞴し

さをᢪえている。マイࣜࣀテ࢕研究（▼୸㸪2008）
という❧場でᤊえると㸪እ見からはその心のⱞᝎ

がศからない上㸪཭人㛫やᐙ᪘㛫でも㸪感᝟を⤫

ไし㸪本ᙜの自己をさらࡅฟすことがᅔ㞴である

Ⅼが心理的ⴱ⸨をより大きくするであろうと᝿ᐃ

される。性ศ໬⑌ᝈのᙜ事者である㯮ᒾ（2003）
は㸪「㌟యの一␒デࣜࢣートな㞃された㒊ศのこと

を言えないたࡵに㸪いࡘもბをࡘいているような

気がしたり㸪本ᙜの཭人がㄡもいないと思うこと

もある」と㏙࡭ている。ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌の

ዪ性の場合では㸪ዪ性ྠኈで㢖⦾に⧞り広ࡆられ

る月⤒のヰや㸪⤖፧・ฟ⏘などのライࣇステーࢪ

のヰなどにᑐし㸪どのようにᑐฎしているのかで

ストレスのᗘ合いも␗なるであろうことが⪃えら

れる。ア࣓ࣜカにおいて21ṓから31ṓの9人の

ࣟ࢟タンス࢟ーのዪ性に㸪཭人たちやᜊ人などに

⑌ᝈにࡘいてどのように自己開♧するのかを᳨ウ

した研究がある（Ernst et al., 2016）。これは㟁ヰ

を用いて༙ᵓ㐀໬㠃᥋を⾜ったものであるが㸪そ

れによると㸪多くのᝈ者はどのように௚者に⑌ᝈ

にࡘいてヰしていࡤࡅいいのか㸪デ᩿の㝿㸪特に

アࣂࢻイスはཷࡅていない。しかし㸪その࡯とん

どのᝈ者が㸪カミンࢢア࢘トにࡘいてのカ࢘ンセ

ࣜンࢢをཷࡅていたかったと㏙࡭ている。一᪉で㸪

見えるマイࣜࣀテ࢕と見えないマイࣜࣀテ࢕とい

うほⅬからは㸪見えないマイࣜࣀテ࢕は࿘ᅖにศ

からないからこそ㸪自ศの多ᩘὴとの㐪いをබ開

することも㸪⛎ᐦにすることも自ศ自㌟で㑅ᢥྍ

⬟であると指᦬されている。⑌ᝈのことをఏえず

に生きることは「多ᩘὴとして㏻用する（ࣃスす

る）」という意࿡からࣃッシンࢢと࿧ࡤれている

（▼୸㸪2017）。このように㸪እ見からはศから

ないからこその心理的ⴱ⸨がある཯㠃㸪自ศの意

思でカミンࢢア࢘トするかどうかをุ᩿できる⑌

ᝈࡔとも⪃えられる。 
さらに㸪୧親との関係性にࡘいて調査したもの

もある。࢜ーストࣜアにおࡅる㸪ྠじᡭ法の㐀⭐

ᡭ⾡をཷࡅた 10 人のࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ᝈ者

の臨床⩌と 20 人のコントࣟーࣝ⩌ዪ性のẚ㍑で

は㸪ᶆ‽໬された質問⣬ Parental Bonding 
Instrument（PBI）（Reck㸪2006）が用いられ

た。この質問⣬は㸪16 ṓまでにయ㦂した୧親の

㣴育ែᗘをグ᠈にしたがって㐳ཬ的に調査するも

のである�࿴⏣ὠ・大ⶶ㸪2009�。その⤖ᯝ㸪ࣟ࢟

タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性はコントࣟーࣝ⩌にẚ࡭㸪

ẕ親によるፉのࢣアが᭷意に高い⤖ᯝとなった 
�Leithner et al., 2013�。ẕ子ともに㸪デ᩿により

心理的に多大なᡴᧁがあるものの㸪ᐦ᥋で㸪ᣢ⥆

的なẕ子関係がᵓ⠏されているとしている。 
 
3．ࣟキࢫࣥࢱキー⑕ೃ群のዪ性に対するㄆ▱行

動⒪法研究の一౛ 

LGBTへのㄆ▱⾜動療法に関して㸪LGBTのᅔ

㞴やᝎみに┤㠃しクライ࢚ントの自動思⪃を特ᐃ

する㝿には㸪マࣜࣙࢪテ࢕向ࡅにできている♫఍

で㸪実㝿に୙利や୙౽を感じながら生きるマイࣀ

ࣜテ࢕としての自己ཷᐜのしにくさを␃意してお

くのがよいと指᦬されている（▼୸㸪2016）。で

は㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性では㸪どのよう

な支援がຠᯝ的であるのか。 
イࣜࢠスの研究である㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌

のዪ性にᑐするㄆ▱⾜動療法のࣝࢢープ療法
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（Heller-Boersma et al., 2007, 2009）を⤂介した

い。2007 年㸪39 人のࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ

性を㸪19人のㄆ▱⾜動療法⩌と20人のコントࣟ

ーࣝ⩌（コントࣟーࣝ⩌のዪ性にも᳨ドᚋ㸪ྠじ

ㄆ▱⾜動療法が᪋された）にศࡅ㸪1 ープࣝࢢ 5
人から7人で8ᅇ（平ᆒ5.7ᅇ）の㞟ᅋㄆ▱⾜動

療法を᪋した。἞療๓㸪἞療ᚋ 7 㐌㛫㸪἞療ᚋ 3
か月に質問⣬調査を⾜い㸪その心理♫఍的≧ែの

改ၿを᳨ドしている。この研究では㸪17ṓ௨上の

ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌とデ᩿されたዪ性をᑐ㇟と

し㸪ⱥㄒのやり取りに支障のある人㸪自ẅᮍ㐙が

あった人㸪セラピーをཷࡅたࡤかりの人は㝖いて

いる。この᳨ドࣔデࣝにおいては㸪ࣟ࢟タンス࢟

ー⑕ೃ⩌のዪ性が㸪↓月⤒からはじまり㸪デ᩿・

἞療などの㛫に⤒㦂するᵝ々な人㛫とのやり取り

（་ᖌの཯応㸪ᐙ᪘㸪཭人やࣃートࢼー）を㏻し

てᙧ成される୺要な心理的問題「自ศを౯್のな

いዪ性とᤊえる感ぬ」を指᦬している。その上で㸪

ㄆ▱⾜動療法のෆᐜとしては㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕

ೃ⩌をᢪえるዪ性にとってᅔ㞴さをもたらす㸪3
ている。そのࡆのプࣟセスをあࡘ 3 とは㸪「㐺ࡘ

ษなデ᩿プࣟセスのኻᩋ（ヲ⣽をㄝ᫂されない㸪

一㒊ศにしか࢛ࣇーカスされない等）」「ࣟ࢟タン

ス࢟ー⑕ೃ⩌に特᭷であり㸪自ศ自㌟のዪ性とし

てのアイデンテ࢕テ࢕に組み込まれたࢿガテࣈ࢕

なホ౯を引き起こすฟ᮶事（⚾は㨩力のないዪ性㸪

⚾はおかしい㸪⚾はឡされない）」「自らのዪ性性

にᑐするᜍᛧ心やᵝ々な㈇の感᝟をῶらそうとす

るたࡵに生じる㸪多ᒱにΏる୙㐺ษなㄆ▱的・⾜

動的な᪉␎（親ᐦさをᅇ㑊する㸪᏶⎍でいようと

したり͂スーࣃー࢘ーマン̓であろうとすること

で自ศの欠陥であるとㄆ㆑している㒊ศを補ൾす

る）」である。ㄆ▱⾜動療法のセッシࣙンも㸪これ

ら 3 インされ㸪ࢨのプࣟセスに向き合うようデࡘ

「デ᩿をཷࡅた時」「性生活㸪ᜊឡにࡘいて」「生

Ṫ⬟力の႙ኻ」など㸪セッシࣙンẖに㸪ࣟ࢟タン

ス࢟ー⑕ೃ⩌に関㐃する␗なるトピックを取り上

れ㸪ྛ自の⎔ቃに合わࡘにࡴていく。἞療が進ࡆ

せた自己ᴫ念をᵓ⠏していくようにಁし㸪᭱⤊的

には㸪自ศの⤒㦂に意࿡を見ฟせるようにヨみた。

また㸪ࣝࢢープ療法の期㛫中には㸪自ศの感᝟を

グす課題がฟされていた。 
୺なア࢘トカ࣒指ᶆには㸪SCL-90-R の The 

Global Severity Index（GSI）（Derogatis㸪1992）
が用いられた。また㸪その࡯かのア࢘トカ࣒指ᶆ

に は 㸪 The Rosenberg Self-Esteem Scale
（Rosenberg㸪1965）, The Impact of Events 
Scale（IES）（Horowitz et al., 1979）㸪The Short 
Version of the Inventory of Interpersonal 
Problems（Barkham et al., 1996）が用いられた。 
その⤖ᯝ㸪ㄆ▱⾜動療法⩌は㸪心理的⑕≧が᭷

意に改ၿした。ᚑって一㐃のㄆ▱⾜動療法ࣝࢢー

プセッシࣙンは㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のዪ性に

ᑐするண㜵的なサ࣏ートとして᭷用であるとして

いる。ຍえて㸪このヨみによってసられたࣃッࢣ

ーࢪは㸪先ኳ的㸪ᚋኳ的であることを問わず㸪፬

人⛉⣔⑌ᝈの心理的介入にも㐺用ྍ⬟であるとし

た。その⑌ᝈとは㸪᪩発性༸ᕢ୙඲㸪ஙがん㸪ⱝ

年性子ᐑయがん㸪ዪ性ჾษ㝖㸪ターࢼー⑕ೃ⩌㸪

༸ᕢ୙඲や᦬ฟ㸪᏶඲ᆺアンࢤࣟࢻン୙応⑕など

であり㸪これらの⑌ᝈや≧ἣにおいての心理的ᡴ

ᧁは㸪ዪ性におࡅる自己やዪ性性への感ぬという

ほⅬでは㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌と㢮ఝする㒊ศ

があるのではないかとまとࡵている。 
ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌のᕼᑡ性を⪃えると㸪こ

のようなࣝࢢープセッシࣙンを㏻して㸪思いを共

᭷する相ᡭがいること自యが意࿡をᣢࡘことも⪃

えられる。また㸪἞療のできない⑌ᝈというほⅬ

からも㸪⑌ᝈと向き合っていく㸪あるいはཷᐜし

ていく㐣⛬において㸪ࣝࢢープ療法のຠᯝが期待

できᚓるものであろう。 
 

Ⅲ 考察 

1． ࣟキࢫࣥࢱキー⑕ೃ群ዪ性のᚰ理的支援の

ᒎᮃ     

ᾏእではᑡᩘᏑ在するものの㸪᪥本におࡅるࣟ
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࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌の心理的ࢣアに関する研究は

なされていない。性ศ໬⑌ᝈཬび㸪࢙ࢪンࢲーの

多ᵝ性への理解ᗘもᅜによって␗なる中㸪᪥本に

おࡅる心理的≧ἣを研究するᚲ要性があるࡔろう。

また㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌を取り巻く㐀⭼⾡や

子ᐑ⛣᳜などの㌟య་学的研究は進ࡴ一᪉で㸪ࣟ

࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性の実ែのᇶ本的な᝟報㸪

特に臨床心理学的ほⅬからの先⾜研究がᑡない現

≧がある。ᡭ法の᝟報のみが先⾜し㸪ᢏ⾡ࡅࡔが

㠉᪂されていくことにはⱝᖸのᠱ念を感じࡊるを

えない。 
௨上のことから㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌の心理

的支援にࡘなࡆていくたࡵに㸪今ᚋ㸪௨ୗの５ࡘ

のほⅬから研究や⪃ᐹを⥆ࡅる࡭きであろうと⪃

える。 
1 目は㸪እ見からは͆見えない͇⑌ᝈであるࡘ

ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性の人㛫関係におࡅる心

理的ᙳ㡪の研究である。ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌を

ᢪえるዪ性たちが㸪࿘ᅖとのやり取りの中でどの

ような心理的ⴱ⸨を感じているのか㸪͂ 見えない̓

ことが与えるᙳ㡪を⪃ᐹするᚲ要がある。 
2 目は㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性のዪ性性ࡘ

にᑐする自己ㄆ㆑のኚ㑄と心理的ᙳ㡪である。͆ዪ

性の㇟ᚩ͇でもある子ᐑの欠ᦆ㸪また性஺΅への

୙Ᏻや㸪ዷᏎ性の⬟力をᣢち合わせて生まれてこ

なかったᙼዪたちのその事実が与える心理的ᙳ㡪

を調査していくᚲ要がある。 
3 るࡅ目は㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性におࡘ

いてである。㑇ఏ的なࡘーとの関係性にࢼートࣃ

子どもがᣢてず㸪また性⾜Ⅽに支障があるྍ⬟性

があるたࡵ㸪これらの問題をࣃートࢼーとの㛫で

ఱらかのᙧでᢅっていくᚲ要がある。ᙼዪたちが

ᜊឡ関係また፧ጻ関係をᵓ⠏する㝿にどんな心理

的問題が生じるのか㸪まࡔ༑ศに᫂らかになって

いない。 
4 目が㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性とその㣴ࡘ

育者㸪特にẕ子関係の特ᚩである。⑌ᝈをᣢって

生まれた子どもにᑐする㣴育者の心理的㈇担は大

きいものであるが㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌の場合

はどうであるのか。また㸪๓ฟの研究（Leithner 
et al.,2013）では㸪୧親の㣴育ែᗘを子どものグ

᠈から調査した⤖ᯝ㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性

はコントࣟーࣝ⩌にẚ࡭㸪ẕ親によるፉのࢣアが

᭷意に高い⤖ᯝとなった。ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌

におࡅる㸪㣴育者やᐙ᪘の心理的な支援を⪃えて

いくたࡵにも㸪この⤖ᯝがᯝたして㸪ࣟ࢟タンス

࢟ー⑕ೃ⩌のẕ子関係の特ᚩを表しているのか㸪

また㸪子ども（ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ᙜ事者）は㸪

なࡐ「ẕ親によるࢣア」にᑐして㸪Ⅼᩘの高いᅇ

⟅をしたのかを᫂らかにするᚲ要がある。 
5 るࡅ目が㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌ዪ性におࡘ

デ᩿とそのᚋのᏙ❧がཬࡰす心理的ᙳ㡪（サ࣏ー

トయไのᵓ⠏を⪃える）である。思᫓期におࡅる

デ᩿が多いこの⑌ᝈにおいて㸪どのようにデ᩿を

いて▱るのかが㸪ࡘ㸪どのように自ศの⑌ᝈにࡅཷ

そのᚋの心理的なあり᪉に大きなᙳ㡪を与えるこ

とが⪃えられる。さらに㸪デ᩿ᚋの་療ᶵ関や自

ຓࣝࢢープなどとの関わりが㸪心理的な୙Ᏻをῶ

ᑡさせᚓるのかを調査することにより㸪心理的支

援の介入の在り᪉を᳨ドしていくᚲ要がある。 
 
Ⅳ 結ㄽ 

ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌は㸪͆気࡙かれない ⑌͇ᝈ

であり㸪་学的なศ㢮において性ศ໬⑌ᝈの1ࡘ

ではあるものの㸪その中でも特Ṧ性のある⑌ᝈで

ある。デ᩿ᚋにᚲ㡲となる἞療がなく㸪多くの場

合㸪ฟ生時には発見されることがない。་療から

Ꮩ❧しやすく㸪ᙜ事者がᡭにする᝟報㔞もᑡない

ことが᝿ᐃされ㸪ᙜ事者はもちろん㸪㣴育者も心

理的問題をᢪえ込みやすいであろうことが⪃えら

れる。ᚑって㸪ࣟ࢟タンス࢟ー⑕ೃ⩌に特᭷な心

理的≧ែを᳨ウしながら㸪長期的な㏣㊧研究もど

㔝に入れた心理的介入の᳨ドをしていく࡭きであ

ると⪃える。 
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